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1. 概要 

- EU 人工知能法（AI Act）は、EU の政策当局により最終決定され、AI システムを「禁止リスク」、「高リスク」、「限

定リスク」、「最小リスク」の 4 段階に分類し、高リスクのシステムには厳格な要件を課すというリスクベースの枠組みを確

立している。 

 

- 特定の AI システムは禁止されており、その中には、操作技術、ソーシャルスコアリング、法執行のための遠隔生体認

証、プロファイリング、性格的特徴のみに基づく予測的取り締まりなどが含まれる。 

 

- リスクの高い AI システムの提供者(provider)や導入者(deployer)は、リスク管理、データガバナンス、技術文書作

成、人的監督、正確性、堅牢性、サイバーセキュリティなどの厳しい義務を果たさなければならない。輸入業者、流通業

者、サプライヤーもまた、特定の責任を負う。 

 

- 汎用 AI（GPAI）モデルは、自動的に高リスクではないが、トレーニングやテストプロセスの詳細な文書化、著作権法

の遵守、システミック・リスクを管理するための追加ステップが必要となる。汎用 AI が高リスクシステムとなった場合は、高

リスク義務の完全遵守が求められる。 

 

- 実施スケジュールは様々で、禁止 AI システムは 6 ヶ月以内、汎用 AI は 12 ヶ月以内、附属書 III の高リスク AI システ

ムは 24 ヶ月以内、附属書 II の高リスクシステムは 36 ヶ月以内に尊寿されなければならない。実施規則は、法律発効

後 9 ヶ月以内に制定されなければならない。 

 

2. EU AI 法の概要 

2024 年 3 月、欧州議会、同 5 月、EU 理事会は、欧州連合（EU）の人工知能法（AI 法）の最終案を成功裏

に採決した。この法律は、欧州市場に投入される AI システムの提供者（provider）や導入者（deployer）向けの規

則と義務に関する包括的な法律である。AI 法は、欧州連合（EU）全域における AI 技術の開発、展開、利用を管理

することに特化した、この種のものとしては初の法的枠組みであり、特に注目される。 

 

AI 法は、AI 技術の分類システムを導入し、AI 技術を 4 つの主要なリスクレベル、すなわち、①禁止リスク、②高リス

ク、③限定リスク、④最小リスクに分類している。この段階的アプローチは、様々な AI アプリケーションに関する潜在的リス

クと規制監督を一致させる上で極めて重要である。高リスクに分類される AI システムについては、AI 法は厳格なコンプラ

イアンス基準を義務付けている。これらのシステムは、インフラ管理、雇用・労務管理、法執行などの重要な分野で採用さ

れることが多く、広範な安全性評価を受け、偏向やエラーを軽減する強固な対策を実証しなければならない。 

 

逆に、最小リスクに分類される AI システムは、AI 対応ビデオゲームや電子メールスパムフィルターのようなアプリケーション

を含み、規制上の制約に直面することはほとんどない。この区別は、AI アプリケーションの多様な意味合いを認識し、これ

らの違いに適切に対処するための規制枠組みを調整するものである。 
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AI システムの分類にとどまらず、AI 法は AI の倫理、プライバシー、データ・セキュリティに関するより広範な懸念にも対処

している。同法は、EU 域内の AI 開発が基本的な権利と価値を維持することを保証することを目的としており、AI システ

ムの透明性、説明責任、人間による監視を重視している。また、同法は、AI 技術の悪用や乱用の可能性を防止すると

いう EU のコミットメントを反映し、有害性が高いと判断される特定の AI システムに対する具体的な禁止事項の概要も示

している。 

 

本稿では、AI 法の適用範囲（どのような AI システムが適用範囲に含まれるか）、適用範囲に含まれる AI システムの

提供者（provider）や導入者(deployer)の義務、そして最後に AI 法の実施（企業が AI 法を遵守するためのスケジュ

ール）について詳しく解説する。 

 

3. AI 法の範囲 

AI 法は、人工知能に関わる主体を注意深く区別し、「提供者(provider)」と「導入者(deplore)」のいずれかに特定す

る包括的な法的構造を確立している。提供者は AI システムを開発する者であるのに対し、導入者はこれらのシステムを

実用的な場面で実装する個人または組織である。この区別は極めて重要であり、責任の所在を明確にし、同法の規制

を遵守することを保証するものである。 

 

AI 法では、「AI システム」は、機械技術に基づき、様々な程度で自律的に機能するように設計され、配備後に適応で

きるシステムとして広義に定義される。これらのシステムは、明示的または暗黙的な目的によって導かれ、入力データを処

理して、物理的または仮想的な環境に影響を与えることができる予測、内容、推奨、または決定のような出力を生成す

る。AI システムの定義は、OECD の定義と広く類似している。 

 

図表 1：ソフトウェアと AI を区別する AI システムの定義の主な要素 
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冒頭で述べたように、AI 法は AI システムに対するリスクベースの分類アプローチである。高リスクの AI システムとは、安全性

や基本的人権に重大な影響を与える可能性があるもので、厳しい規制の対象となる。これらのシステムは通常、医療、

運輸、教育、法執行など、重要とみなされる分野で使用され、その導入には厳格な安全性評価、卓越したデータ品質、

包括的な文書化が必要となる。 

 

3.1 禁止される AI システム 

AI 法は、特定の AI システムが欧州市場で運用されることを禁止している。禁止されている AI システムには以下が含まれ

る： 

 

図表 2 : EU で禁止される AI システムの詳細な説明 

 

• サブリミナル技術、または意図的に操作または欺瞞的な技術を使用して行動を実質的に歪め、重大な危害をもたらす 

AI システム。 

•特定の特性に起因する個人またはグループの脆弱性を悪用し、重大な危害をもたらす AI システム。 

• 法執行の分野で合法的に取得された生体認証データセットのラベル付けまたはフィルタリングを除き、機密情報に基づ

いて個人を個別に分類する生体認証分類システム。 

• ソーシャルスコアリングシステム。 

• 法執行を目的とした公衆におけるリアルタイムの遠隔生体認証システム。 

• 犯罪に関連する客観的で検証可能な事実に基づく人間の評価を支持する場合を除き、プロファイリングまたは性格特

性のみに基づく予測的な取り締まり。 

• ターゲットを絞らないスクレイピングに基づく顔認識データベース。  

• 医療や安全上の理由を除き、職場や教育機関で感情を推測する。 
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3.2 高リスク AI システム 

図表 3 : AI 法 AI システムのリスクに基づくアプローチ。なお、分類された AI システムの一部には適用除外や除外項目

がある（例：リアルタイムの生体認証）。 

 

AI 法は、いくつかの基準に基づいて AI システムを「高リスク」に分類している。これらの基準には、AI システム自体がすで

に特定の EU 規制の対象となっている製品の一種であるかどうか、AI システムが規制対象製品の安全コンポーネントとして

機能するかどうか、または AI 法に規定されている「高リスク」AI システムの記述に合致するかどうかが含まれる。 

 

1. 製品としての AI システム：AI システムが EU 調和法（AI 法の付属書に記載）の対象となる製品であり、同法に

基づく第三者適合性評価が必要な場合、その AI システムは「高リスク」とみなされる。 

2. 安全部品としての AI システム：第三者適合性評価を必要とする EU 調和法に該当する製品の安全部品として使

用される AI システムも「高リスク」に分類される。 

 

3. 記述された高リスク AI システム： AI 法の附属書にある「高リスク」カテゴリーの具体的な記述に合致する AI システ

ムは、そのように分類される。これらのカテゴリーは、バイオメトリクス、重要インフラ、教育、雇用、エッセンシャルサービスへの

アクセス、法執行、移民、司法・民主主義プロセスの管理などの分野で利用される AI システムを広く包含する。 

 

3.3 適用除外とプロファイリングに関する考慮 

AI システムが「高リスク」の分類に該当しない場合もある。軍事、防衛、国家安全保障の目的にのみ使用される AI シ

ステムや、科学的研究開発のために特別に開発・使用される AI システムなどである。さらに、AI システムが定義された「高

リスク」基準外の役割を果たし、個人の健康、安全、基本的人権に重大な影響を与えない場合は、適用除外となる可

能性がある。 
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4. 高リスク AI システムに対する規制義務 

高リスク AI システムの提供者および導入者は、規制上の義務を負う。これらの義務には、AI システムのライフサイクル

全体を通じたリスク管理の確保、データセットの品質と関連性を確保するためのデータガバナンスの維持、コンプライアンス

を証明するための技術文書の作成などが含まれる。また、これらのシステムは、効果的な記録管理のために設計され、人

間による監視を可能にし、正確性、堅牢性、サイバーセキュリティの基準を満たさなければならない。 

 

図表４：上の表は、高リスク AI システムのプロバイダーと導入者の義務 

 

また、高リスク AI システムの輸入業者、流通業者、サプライヤーも、特に登録、品質管理、モニタリング、事故報告な

どの面で責任がある。 
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5. 汎用 AI 

欧州連合の AI 法は、汎用 AI（GPAI）モデルに関する具体的なガイドラインを導入している。汎用 GPAI の規定は、

チャットボットや AI 画像生成テクノロジーなどの生成 AI システムに最も影響を与える。高リスクの AI システムとは異な

り、汎用 GPAI モデルは、それ自体が高リスクとはみなされず、同法に基づく AI システムともみなされない。汎用 GPAI モ

デルは、その汎用性と様々なタスクを実行する能力を特徴とし、多くの場合、大規模なデータセットと自己監視を使用し

て開発される。しかし、これらのモデルは、まだ研究、開発、試作段階にある AI 技術を除外している。 

 

汎用 GPAI モデルの提供者は、AI 法に基づき一定の責任を負う。汎用 GPAI モデルの提供者は、そのモデルのトレーニ

ングやテストの過程と結果について、詳細な技術文書を作成しなければならない。さらに、汎用 GPAI モデルを他の AI シ

ステムに統合する可能性のある人々に対して、理解とコンプライアンスを促進するための明確な情報を提供することが求め

られる。 

 

さらに、提供者は著作権法を遵守し、モデルのトレーニングに使用したデータの包括的な概要を共有しなければならない。

汎用 GPAI モデルがフリーでオープンなライセンスの下で公開されている場合、そのモデルがシステミックなものと見なされな

い限り、提供者の責任は著作権ポリシーの管理とトレーニングデータの開示に絞られる。 

 

汎用 GPAI モデルにおけるシステミックリスクとは、そのトレーニングに使用される計算能力が相当なものであることを意味

し、提供者は追加的な措置を講じる必要がある。提供者は、モデルの能力を評価し、文書化し、リスクを特定するために

敵対的テストを実施し、重大なインシデントを追跡し、関連する EU 当局に報告し、高いサイバーセキュリティ基準を確保し

なければならない。コンプライアンスは、承認された実践規範を遵守することで証明することができ、その規範に従えば、AI

法の要件に適合していることを意味する。 

 

これらのモデルから開発された汎用 GPAI システムについては、出来上がったシステムが高リスクに分類された場合、高リ

スクの AI システムに対する義務のすべてに従うことになる。これには、徹底した文書化の維持、著作権の尊重、訓練過程

の透明性などが含まれる。 

 

AI 法はまた、人と直接対話したり、合成コンテンツを生成したり、感情を認識したり、バイオメトリクスを分類したり、ディ

ープフェイクを作成したりする AI システムについて、ユーザーに情報を提供することを義務付けている。場合によっては、このよ

うなコンテンツは、人工的に生成または操作されたものであることを示すために、明確にラベル付けされなければならない。 

 

ただし、法執行や芸術的、風刺的、創造的な目的で使用される AI システムについては、AI 法に除外規定が設けられ

ている。これらの適用除外は、AI 利用における透明性と説明責任という全体的な目的を維持しつつ、特定の文脈におけ

る柔軟性の必要性を認めている。 
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6. バイオメトリクス AI システム 

AI 法は、生体認証システムの使用にも特に注意を払っている。AI 法は、特定のバイオメトリクス識別システムを禁止す

るか、高リスクに分類している。 

 

AI 法は、バイオメトリクス識別の利用を特定の状況において高リスクに分類する一連の措置を制定し、それによって、こ

れらの技術を導入する者に高水準のコンプライアンスを要求している。これには法執行機関だけでなく、業務にバイオメトリ

クス・データを使用する可能性のある民間団体も含まれる。AI 法は、特に法執行機関による公共空間での無差別なライ

ブの生体認証を禁止しているが、そのような導入が必要な場合には、厳格な監視と説明責任措置の対象となる狭い例

外を設けている。 

 

AI 法はさらに、顔画像の無秩序なスクレイピングを禁止し、適切な承認なしにデータベースを作成したり拡大したりするこ

とを禁止している。 

 

AI 法はまた、特に法執行機関による生体認証の使用に関して、包括的な報告と監視の仕組みを導入する。このよう

なメカニズムは、これらの技術の社会的影響を評価し、EU の基本的権利との整合性を確保するためのものである。国家

当局には、バイオメトリクス識別システムの使用を監視・分析し、AI 法の規定への適合を確保し、公的説明責任を促進

する任務が課せられている。 

 

7. AI 法の施行 

AI 法の実施スケジュールは、AI 法発行後 6 ヶ月から 36 ヶ月の期間をかけて、様々なカテゴリーの AI システムについて段階的に

導入するように構成されている。実施スケジュールの概要は以下の通り： 

 

図表５：AI 法実施スケジュール 
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8. 違反に対する罰則 

AI 法は、規定の不遵守に対する明確な罰則と行政罰を定めており、最も重大な罰則は、禁止 AI システムの配布に

対する不遵守である（第 5 条）。 

8.1 AI 禁止行為に対する罰則 

禁止されている AI 行為（第 5 条）に違反した場合、最も厳しい罰則が課される。罰金額は、最高 3,500 万ユーロ、ま

たは違反者の全世界における前会計年度の年間総売上高の 7％のいずれか高い方となる。 

8.2 高リスク AI システム規定の不遵守に対する罰則 

高リスク AI システムのオペレーター、正規代理人、輸入業者、流通業者、導入者に関する規定違反、または透明性保

持義務に関する規定に違反した場合、最高 1,500 万ユーロ、または前会計年度の全世界における年間総売上高の 3%

のいずれか高い方の罰金を課される可能性がある。 

8.3 不正確または誤解を招く情報の提供に対する罰則 

規制機関や各国当局に対し、不正確、不完全、または誤解を招くような情報を提供することも罰則の対象となる。この

種の違反には、最高 750 万ユーロまたは全世界の年間総売上高の 1％のいずれか高い方の罰金が課される。 

8.4 罰則に関するその他の考慮事項 

AI 法は、特に中小企業（SMEs）や新興企業について、違反企業の規模や性質を考慮する必要性を認めている。これ

らの企業に対する罰金は、侵害の重大性、違反者の市場シェア、当局との協力の度合いなど、様々な要因によって低く

なる可能性がある。 

 

以下は、AI 法の違反に対する罰則体系をまとめた表である： 

 

図表６：AI 法に基づく主要な規定の不遵守および違反に対する罰則 
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9. 日本企業への意味合い 

EU AI 法の発効後は、AI システムの提供者、AI システムの導入者、AI システムのユーザーはすべて、それぞれの規定

に従う必要がある。 注意すべき最も重要な要素は、AI 法はヨーロッパに拠点を置く企業だけでなく、所在地に関係なく、

ヨーロッパで AI システムを導入するすべての企業に影響を与えるということである。 

 

したがって、EU の AI 法は、EU 市場内または EU 市場向けに AI システムを開発、導入、または使用する日本企

業に影響を与える。 

 

企業はまず、自社が AI システムの開発者、導入者、提供者のいずれに分類されるかを特定する必要がある。 次に、

この内部識別に続いて、ヨーロッパで開発、導入、または提供するすべての AI システムの計画を立てる必要がある。 この

マッピングは重要な要素である。なぜなら、そうすることで、企業はどの AI システムが禁止、高リスク、限定リスク、または

最小リスクに分類されるかをよりよく理解できるようになるから。 これにより、企業が自らの義務を認識するための遵守点

となる。 
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